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■ジェンダー研究所所଒の研究ंが 2021 年度に研究交流または共同研究をしたք֐の研究ं 

ʽΠジΠ・オセΠニΠʾ 

ԭ⻑ྲ（Chang-Ling Huang）（国立ୈ࿹大学教द） 

ʴ୴౲ʵਅⅰᒉ（IGS 教द） 

ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 

「౨ΠジΠにおけるジェンダーと政治」研究プロジェクトの研究ڢ力ं。ؘ国ジェンダー政治研究所との
共同研究のୈ࿹国会٠員Πンίート௒ࠬを実施、࿨ชのࣧජ。（本ๅࠄॽ 85 นࢂল） 

 
༸ᇧᘭ（Wan-Ying Yang）（ୈ࿹国立政治大学教द） 

ʴ୴౲ʵਅⅰᒉ（IGS 教द） 

ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 

「౨ΠジΠにおけるジェンダーと政治」研究プロジェクトの研究ڢ力ं。ؘ国ジェンダー政治研究所との
共同研究のୈ࿹国会٠員Πンίート௒ࠬを実施、࿨ชのࣧජ。（本ๅࠄॽ 85 นࢂল） 

 
Ah-ran Hwang（佄ࢃ大学教द） 

ʴ୴౲ʵਅⅰᒉ（IGS 教द） 

ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 

ؘ国研究ࡔ஄Ҳൢ共同研究「٠会಼政治的代表性の性ࠫに関するޮࣞ、ඉޮࣞ的制度གྷҾ෾ੵ：ؘ国・日
本・ୈ࿹ർֳ෾ੵ」研究プロジェクトの共同研究を実施。研究成Վ発表・࿨ชのࣧජ（本ๅࠄॽ 85 นࢂ
ল）。 

 
Jinock Lee（ؘ国ジェンダー政治研究所研究委員） 

ʴ୴౲ʵਅⅰᒉ（IGS 教द） 

ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 

ؘ国研究ࡔ஄Ҳൢ共同研究「٠会಼政治的代表性の性ࠫに関するޮࣞ、ඉޮࣞ的制度གྷҾ෾ੵ：ؘ国・日
本・ୈ࿹ർֳ෾ੵ」研究プロジェクトの共同研究を実施。研究成Վ発表・࿨ชのࣧජ（本ๅࠄॽ 85 นࢂ
ল）。 

 
Soo-hyun Kwon （ؘ国ジェンダー政治研究所研究委員） 

ʴ୴౲ʵਅⅰᒉ（IGS 教द） 

ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 

ؘ国研究ࡔ஄Ҳൢ共同研究「٠会಼政治的代表性の性ࠫに関するޮࣞ、ඉޮࣞ的制度གྷҾ෾ੵ：ؘ国・日
本・ୈ࿹ർֳ෾ੵ」研究プロジェクトの共同研究を実施。研究成Վ発表・࿨ชのࣧජ（本ๅࠄॽ 85 นࢂ
ল）。 

共ஸ࿨ช “It’s Money that Matters in the End: the Impact of Gender-targeted Public Funding on Political Parties 

and Women Candidates in South Korea.” ࣧජ、International Political Science Review の特集に౦ߚ 
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ジェンダー研究所事業報告書 

ʽΠジΠ・オセΠニΠʾ 

Jiso Yoon（ؘ国⼥性政ࡨ研究Ӆ国際ڢ力センターセンター⻑） 

ʴ୴౲ʵਅⅰᒉ（IGS 教द） 
ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
ਅⅰᒉがؘ国⼥性政ࡨ研究Ӆの Visiting Scholar として౲֚研究Ӆの研究プロジェクトにଲするࣀ໲、研究
交流、国際フΧーラムのخ௒ߪԍを行った。 

 
Devin K. Joshi（Singapore Management University ०教द） 

ʴ୴౲ʵਅⅰᒉ（IGS 教द） 
ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
コンラート・ΠデナウΠーࡔ஄（ドイツの政治ࡔ஄（シンクタンク）、ݳ理事はϟルίルݫड૮）のシン
Ϊポールオフィスがࢩԋする共同研究プロジェクト「Substantive Representation of Women Parliamentarians 

and Gender Equality in Asia: A Comparative Study」の研究代表ं。ਅⅰᒉは共同研究ंとして౲プロジェク
トにࢂ༫した。研究成Վはॽ੸ Substantive Representation of Women in Asian Parliaments として 2022 年 8

月に Routledge 社から出版される（本ๅࠄॽ 84 นࢂল）。 

 
Lucetta <� L� Kam �ߕߵਃ၍大学०教द� 

ʴ୴౲ʵ大࢛ڰ恵（IGS ०教द） 
ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
2022 年 2 月 24 日開催の IGS セミナー “Takarazuka as Gendered Landscapes: Transculturality/Translocality of 

Fandom and its Possibilities”（็௫というランドスίープとジェンダー：フΟンダムのชԿ的・ஏ理的ӿڧと
そのՆ೵性）にࢥߪとしてডᡊした（本ๅࠄॽ 62 นࢂল）。 

 
ৌਖཀ �՜౨ࢥ൥大学教द� 

ʴ୴౲ʵ大࢛ڰ恵（IGS ०教द） 
ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
科研費・国際共同研究Յଐخ金（国際共同研究کԿ（B））「ਕ຿ޮ社期の中国೸ଞにおける生活஡঄の変Կ
とジェンダー」において共同研究を実施している（本ๅࠄॽ 88 นࢂল）。 

 
ཧধ �՜౨ࢥ൥大学副教द� 

ʴ୴౲ʵ大࢛ڰ恵（IGS ०教द） 
ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
科研費・国際共同研究Յଐخ金（国際共同研究کԿ（B））「ਕ຿ޮ社期の中国೸ଞにおける生活஡঄の変Կ
とジェンダー」において共同研究を実施している（本ๅࠄॽ 88 นࢂল）。 

 
௃継ݫ �՜౨ࢥ൥大学ࢥߪ� 

ʴ୴౲ʵ大࢛ڰ恵（IGS ०教द） 
ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
科研費・国際共同研究Յଐخ金（国際共同研究کԿ（B））「ਕ຿ޮ社期の中国೸ଞにおける生活஡঄の変Կ
とジェンダー」において共同研究を実施している（本ๅࠄॽ 88 นࢂল）。 
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ʽΠジΠ・オセΠニΠʾ 

Ԩڰ �中国社会科学Ӆ研究員� 
ʴ୴౲ʵ大࢛ڰ恵（IGS ०教द） 
ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
科研費・国際共同研究Յଐخ金（国際共同研究کԿ（B））「ਕ຿ޮ社期の中国೸ଞにおける生活஡঄の変Կ
とジェンダー」において共同研究を実施している（本ๅࠄॽ 88 นࢂল）。 

 
Chia-Ling Wu（国立ୈ࿹大学教द） 

ʴ୴౲ʵઍഀ༟Յ཮（IGS 特任ࢥߪ） 
ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 

Society for Social Studies of Science （4S）年࣏学会（Ωナダのトロント開催༩ఈだったがオンラインに変
で、Chia-Ling Wu（ߍ 他、ୈ࿹研究ंࢱ 1 ໌、日本ਕ研究ं̐໌とઍഀの計 5 ໌でϭークショップ
「Assisted Reproductive Technology and Third Party Reproduction in East Asia: Japan and Taiwan」をة画し、
2021 年 10 月 9 日に同ϭークショップにҲॻにౌஅし、ๅࠄおよび౾࿨した。 

 
<u�Ling Huang（国立成ޯ大学助理教द） 

ʴ୴౲ʵઍഀ༟Յ཮（IGS 特任ࢥߪ） 
ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 

Society for Social Studies of Science （4S）年࣏学会（Ωナダのトロント開催༩ఈだったがオンラインに変
で、Yu-Ling Huang（ߍ 他、ୈ࿹研究ंࢱ 1 ໌、日本ਕ研究ं̐໌とઍഀの計 5 ໌でϭークショップ
「Assisted Reproductive Technology and Third Party Reproduction in East Asia: Japan and Taiwan」をة画し、
2021 年 10 月 9 日に同ϭークショップにҲॻにౌஅし、ๅࠄおよび౾࿨した。 

 
Ani Soetjipto（インドϋシΠ大学०教द）、Avyanthi A]is（インドϋシΠ大学ࢥߪ） 

ʴ୴౲ʵ平໼恵子（IGS 特任ࢥߪ） 
ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
共同研究を行っているインドϋシΠ大学政治社会学෨国際関ܐ研究ユニットのϟンバー。Soetjipto 、ࢱ
Azis ޤする研究会「政治的ディΠスポラʗΠジΠஏҮにおけるインドϋシΠਕҢे࿓ಉंฯ࠽がकࢱ
΃向けて」第 5 յ研究会ࢂՅ（オンライン2021、ࣞܙ 年 6 月 25 日）。また Avyanthi には、7/23ࢱ 実施
IGS セミナー「ジェンダー・Φスニシティ・技೵実स制度」にディスΩッγントしてౌஅいただいた（本
ๅࠄॽ 47 นࢂল）。 

 
Deborah Dempsey �スウィンバーン޽科大学०教द） 

ʴ୴౲ʵઍഀ༟Յ཮（IGS 特任ࢥߪ） 
ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 

Debora Dempsey ०教दと、ラ・トローブ大学の Fiona Kelly 教दがฦஸंとなり、2022 年 Cambridge University 

Press から出版༩ఈの Donor-linked families in the digital age: Relatedness and regulation というॽ੸の中の 1 হ娖
Challenges to donor anonymity in Japannを෾୴ࣧජしているため、Dempsey  。とはළൡにコンタクトをとったࢱ
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ジェンダー研究所事業報告書 

 

ʽΠジΠ・オセΠニΠʾ 

Fiona Kelly �ラ・トローブ大学教द） 

ʴ୴౲ʵઍഀ༟Յ཮（IGS 特任ࢥߪ） 
ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 

Fiona Kelly 教दとスウィンバーン޽科大学の Debora Dempsey ०教दがฦஸंとなり、2022 年 Cambridge 

University Press から出版༩ఈの Donor-linked families in the digital age: Relatedness and regulation というॽ੸の中の
1 হெChallenges to donor anonymity in Japan“を෾୴ࣧජしているため、Kelly  。とコンタクトをとったࢱ

 
Ken Daniels �Ωンタベリー大学ࢥߪおよびΩウンセラー） 

ʴ୴౲ʵઍഀ༟Յ཮（IGS 特任ࢥߪ） 
ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 

2021 年 8 月 29 日に開催したオンライン国際フΧーラム「出ࣙをஎることがなͧ॑གྷなのかʗ఑ڛ੠子で
生まれたਕたちの経ݩと思い」にディスΩッγントとしてౌஅしてもらった。（本ๅࠄॽ 49 นࢂল） 
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ʽϦーロッパʾ 

Elizabeth Evans（ロンドン大学教द） 

ʴ୴౲ʵਅⅰᒉ（IGS 教द） 

ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
2021 年 8 月からイάリスの学術ࢿࡸ Politics のฦ集委員として共同ฦ集⻑の Evans 教दと交流。 

 
Rainbow Murray （ロンドン大学クイーン・ϟΠリーߏ教द） 

ʴ୴౲ʵਅⅰᒉ（IGS 教द） 

ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
Rainbow Murray, Vibeke Wang, Ragnhild Louise Muriaas 教दらが International Political Science Review の特集
「Gender and Financial Cost of Elected Office Worldwide」を共同ة画したことをきっかけに、2019 年からϭ
ークショップや࿨ชࣧජのգఖで研究交流を行なっている。 

 
Vibeke Wang （クリスティΠン・ミίルセン研究所シニΠ・リγーοϡー） 

ʴ୴౲ʵਅⅰᒉ（IGS 教द） 

ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
2013 年以པ研究交流。特に International Political Science Review の特集「Gender and Financial Cost of 

Elected Office Worldwide」を共同ة画したことをきっかけに、2019 年からϭークショップや࿨ชࣧජのգ
ఖで研究交流を਄めている。 

 
Ragnhild Louise Muriaas （ベルΰン大学教द） 

ʴ୴౲ʵਅⅰᒉ（IGS 教द） 
ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 

2013 年以པ研究交流。特に International Political Science Review の特集「Gender and Financial Cost of 

Elected Office Worldwide」を共同ة画したことをきっかけに、2019 年からϭークショップや࿨ชࣧජのգ
ఖで研究交流を਄めている。 

 
Guro Korsners Kristensen（ノルウェー科学技術大学教द） 

ʴ୴౲ʵઍഀ༟Յ཮（IGS 特任ࢥߪ） 

ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
2019 年度から始動しているノルウェー科学技術大学と IGS の二国間共同研究（INTPART プロジェクト）のҲ؂
として、Kristensen 、とは日本とノルウェーのフΟミリープランニングと出生ིに関連するർֳ研究をすすめࢱ
研究の成Վとして、二国間共同研究の成Վ෼となるॽ੸ Comparative Perspectives on Gender Equality in Japan 

and Norway: Same But Differentʃの中の Chapter 11 娖A matter of gender (in)quality? Public discourse on declining 

fertility rate in Japan and Norway” （pp. 173-190）を共同ࣧජし、2021 年 11 月に Routledge より出版された。（本
ๅࠄॽ 91ʛ94 นࢂল） 
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ʽϦーロッパʾ 

Merete Lie（ノルウェー科学技術大学教द） 

ʴ୴౲ʵઍഀ༟Յ཮（IGS 特任ࢥߪ） 

ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
2019 年度から始動しているノルウェー科学技術大学と IGS の二国間共同研究（INTPART プロジェクト）のҲ؂
として、Lie とは日本とノルウェーの生殖ҫྏとジェンダー関連するർֳ研究をすすめ、研究の成Վとして、二ࢱ
国間共同研究の成Վ෼となるॽ੸ Comparative Perspectives on Gender Equality in Japan and Norway: Same But 

Differentʃの中の Chapter 12 娖Assisted reproduction with donated eggs and sperm: A comparison of regulations on assisted 

reproduction in Norway and Japan” （pp. 191-205）を共同ࣧජし、2021 年 11 月に Routledge より出版された。（本
ๅࠄॽ 91ʛ94 นࢂল） 

 
Stine W. Adrian （オールボー大学०教द） 

ʴ୴౲ʵઍഀ༟Յ཮（IGS 特任ࢥߪ） 
ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 

2021 年 7 月 2 日に IGS 国際オンラインセミナー「ঐ業的੠子バンクに関する໲ୌʗྛ理・ジェンダー・
社会的ଈ໚から」にࢥߪとしてডᡊし、「੠子఑ڛのしたたかな実ભʗྛ理の国ڧ」とୌしたๅࠄのあ
と、ঐ業的੠子バンクの੍ඉ等について౾࿨した。（本ๅࠄॽ 41 นࢂল） 

また、2021 年 Adrian ०教दが研究代表としてデンマーク教育研究ுにਅ੧した国際共同研究プロジェク
ト Reconceiving Donor Conception in Denmakr and Japan が採択され、ઍഀもプロジェクトϟンバーとしてࢂ
Յし、デンマークと日本の研究ं 8 ໌で共同研究を行う（本ๅࠄॽ 87 นࢂল）。2022 年 3 月より本֪的
にプロジェクトが始動するが、६ඍஊ֌の଩ち合わせ等をオンライン等で行った。 

 
Kirsten MacLeod （Φディンバラ・ϋピΠ大学०教द） 

ʴ୴౲ʵઍഀ༟Յ཮（IGS 特任ࢥߪ） 
ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 

2021 年 7 月 16 日に IGS 国際オンラインセミナー「生理のසࠖ」にࢥߪとしてডᡊし、「生理のසࠖをテ
ーマにしたドΫϣϟンタリーフィルムnBleeding Free|から」とୌしたๅࠄのあと、2 ਕ目のࢥߪ、⻑ౣඔ
ॽࠄとともに日ӵの生理のසࠖに関連する໲ୌについて౾࿨した（本ๅࢱن 45 นࢂল）。また日本の他
研究機関や大学関ंܐからドΫϣϟンタリーフィルムに日本࣊ޢປをૢ೘してほしいというགྷ๮があり、
マックロード०教दとフィルム੣ंࡠらのڒՆを得て、൶らと連ཙを取りながらドΫϣϟンタリーフィル
ムに日本࣊ޢປを೘れるࡠ業をすすめている。2022 年 3 月までには日本࣊ޢປ෉きのフィルムを׮成さ
せ、གྷ๮のあるところはໃྋでࢻ௎できるようにする༩ఈ。 

 
 
ʽ๼ธʾ 

Melissa Deckman（ϭシントンΩϪッジ教द）  

ʴ୴౲ʵਅⅰᒉ（IGS 教द） 

ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
第 10 յ JAWS（日本開催、オンライン）にてパϋリスト୴౲。（本ๅࠄॽ 98 นࢂল）。 
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˛ジェンダー研究所所଒の研究ंが研究交流・共同研究をしているք֐の研究機関 

ؘ国⼥性政ࡨ研究Ӆ 

ʴ୴౲ʵਅⅰᒉ（IGS 教द） 
ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
2021 年 9 月 1 日ʛ30 日まで Visiting Scholar としてডᡊをणける。同Ӆ開催の国際フΧーラムにΫーノー
トスピーΩーとしてౌஅしたほか、研究プロジェクトに関するࣀ໲など、֦झの研究プロジェクトにࢂ༫
した。 

 

ؘ国ジェンダー政治研究所 

ʴ୴౲ʵਅⅰᒉ（IGS 教द） 
ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
౲研究所理事をແめる。2016 年ʛ2018 年にؘ国研究ࡔ஄から助成金をण୙し、共同研究を実施。研究՟
ୌは「٠会಼政治的代表性の性ࠫに関するޮࣞ・ඉޮࣞ的制度གྷҾ෾ੵ：ؘ国・日本・ୈ࿹ർֳ෾ੵ」

（本ๅࠄॽ 85 นࢂল）。 

 

λウル大学日本研究所 

ʴ୴౲ʵਅⅰᒉ（IGS 教द） 
ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
学術ࢿࡸ『日本൹評』ք֐ฦ集委員、ならびに、共同研究プロジェクト『思想とช学』共同研究員をແめ
る。 

 

λウル大学国際໲ୌ研究所�

ʴ୴౲ʵਅⅰᒉ（IGS 教द） 
ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
Social Science Korea「East Asian International Relations Theory」共同研究員。౨ΠジΠの国際関ܐ理࿨にお
けるフェミニスト国際政治、日本研究を୴౲。研究グループで共ஸ『कݘとർֳஏҮ஡঄』を出版（ؘ国
2020、ޢ 年） 

 

コンラート・ΠデナウΠーࡔ஄シンΪポールオフィス 

ʴ୴౲ʵਅⅰᒉ（IGS 教द） 

ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
コンラート・ΠデナウΠーࡔ஄のシンΪポールオフィスがࢩԋする共同研究プロジェクト「Substantive 

Representation of Women Parliamentarians and Gender Equality in Asia: A Comparative Study」に共同研究ंとし
てࢂ༫した。研究成Վはॽ੸ Substantive Representation of Women in Asian Parliaments として 2022 年 8 月に
Routledge 社から出版される（本ๅࠄॽ 84 นࢂল）。 
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˛ジェンダー研究所所଒の研究ंが研究交流・共同研究をしているք֐の研究機関 

੤ߒ大学社会科学研究所 

ʴ୴౲ʵਅⅰᒉ（IGS 教द） 

ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
『社会科学研究』ฦ集委員 

 
佄ࢃ大学⼥性学研究所 

ʴ୴౲ʵਅⅰᒉ（IGS 教द） 

ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
『⼥性学研究』ฦ集委員 

 
 ਃ၍大学社会科学Ӆ・ช学Ӆߕߵ

ʴ୴౲ʵ大࢛ڰ恵（IGS ०教द） 
ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
୴౲教員が社会科学Ӆ・ช学Ӆの共同プログラムであるジェンダー研究専र՟ఖの所଒教員らとのあいだ
で研究交流を実施している。 

 

ΠジΠ޽科大学Ӆ大学（AIT）ݱࣁڧ؂開発研究科「ジェンダーと開発」専ߊ 

ʴ୴౲ʵ日Ծ෨ښ子（AIT 教द）、ਅⅰᒉ（IGS 教द）、平໼恵子（IGS 特任ࢥߪ） 

ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
本学ジェンダー社会科学専ߊӅ生の AIT AIT、ݥഁ Ӆ生の日本でのフィールドϭークण೘による交׷研र
プログラム「AIT ϭークショップ」は、新ܗコロナ״ઝ঳֨大のためࠕ年度は実施できなかったが、20 年
におよ΁交流の಼༲を 20 ब年ى೨ๅࠄॽにまとめてק行した（本ๅࠄॽ 89ʛ90 นࢂল）。 

 
インドϋシΠ大学戦略的国際研究大学Ӆジェンダー研究センター 

ʴ୴౲ʵ平໼恵子（IGS 特任ࢥߪ）Kristi Poerwandari（インドϋシΠ大学教員、センター員） 

ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
2008 年以降、ఈ期的に研究交流を実施している。2021 年度も継続して、Kristi Poerwandari インドϋシ）ࢱ
Π大学教員）との共同研究「日本、インドϋシΠにおける฾ʗ成ਕ໊間のѬ஥、コンフリクト、ジェンダ
ー構築」をਬ進し、ർֳ௒ࠬを行った。 

 
γティϢ・ϭοϡナ・Ϋリスト教大学 インドϋシΠ⼥性・ジェンダー・子ڛ学会 

ʴ୴౲ʵ平໼恵子（IGS 特任ࢥߪ） 
ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
౲学会がק行する学術ࢿࡸ Salasika のքࠬ֐ಣंをແめる。 http://salasika.org/index.php/SJ/reviewers 
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˛ジェンダー研究所所଒の研究ंが研究交流・共同研究をしているք֐の研究機関 

ノルウェー科学技術大学（NTNU）ジェンダー研究センター 

ʴ୴౲ʵ石井クンツ昌子（お茶の水⼥子大学理事・副学⻑／グローバル⼥性リーダー育成研究機構⻑）、ރ
୫ཇ子（IGS 所⻑）、ঘ྆ۆ子（IGS 研究員）、ઍഀ༟Յ཮（IGS 特任ޮݬ٤、（ࢥߪඔ（IGS 特任リγーο
フェロー／お茶の水⼥子大学リΦμン・URA センターリγーο・ΠドミニストϪーター）、ࠦ ໼७子（IGS
研究ڢ力員）ほか 

ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 
2017 年 4 月の NTNU 研究ं本学པ๜ٶび国際シンポジウムౌஅをً点に研究交流始動。ノルウェーリγ
ーοΩウンシルの国際共同研究助成金 INTPART による共同プロジェクト（2019ʛ2022 年度）では、共同
研究、研究ंおよび大学Ӆ生の૮ݥഁޕ、国際シンポジウム・セミナー・ϭークショップ開催などの事業
を展開し、2021 年 11 月には共同研究の成Վॽ੸『Comparative Perspectives on Gender Equality in Japan and 

Norway: Same but Different?』を Routledge 社からק行した。また、INTPART プロジェクトをさらに発展さ
せる目的で立ち上げられた新وの教育交流プロジェクト（DIKU）が、ノルウェーの高等教育の国際連ܠਬ
進の助成金を֭得し、2021ʛ2025 年度に学෨生、Ӆ生らの交׷研र事業が実施される（本ๅࠄॽ 86 น、
91ʛ94 นࢂল）。 

 
オールボー大学 ชԿ・学स学科 

ʴ୴౲ʵઍഀ༟Յ཮（IGS 特任ࢥߪ） 
ʴڠಋ研究・研究ިླྀの֕གྷʵ 

2021 年オールボー大学の Stine Adrian ०教दが研究代表としてデンマーク教育研究ுにਅ੧した国際共同
研究プロジェクト Reconceiving Donor Conception in Denmakr and Japan が採択され、2022 年 3 月より始動す
る。कにデンマークと日本のഓ۰子఑ڛに関して共同研究を進める。研究ϟンバーは、Adrian 教दの他、
Janne Rothmar Herrmann（コϘンハーΰン大学教द）、Tine Ravn,（オーフス大学०教द）、௱৪あͰみ（໎治
学Ӆ大学教द）、പ井એধ（੫Ԯ大学教द）、ઍഀ༟Յ཮（お茶の水⼥子大学ジェンダー研究所特任ࢥߪ）、
ঘ໵ุ（ਈރ༂科大学०教द）、༟井ऴध（ࢃཨ大学特任助教）である（本ๅࠄॽ 87 นࢂল）。 
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ʴ国内ؖ֐࿊研究ճʵ 

ʕ 政 治 代 表 に お け る ジ ェ ン ダ ー と 多 ༹ 性 研 究 会 （ Women and Diversity in East asian political 

Representation（WondeR））（ਅ） 

ʕ日本政治学会「ジェンダーと政治」研究会（ਅ） 

ʕ日本政治学会 年ๅ政治学「コロナとジェンダー特集」研究会（ਅ） 

˕国際Ң動とジェンダー研究会（大ڰ・平໼） 

˕経済理࿨学会෾໼พ෾科会・ジェンダー（大ڰ） 

˕国立੠ਈ・ਈ経ҫྏ研究センターྡজ研究ࢩԋ෨研究プロジェクト「۔ジストロフィーの発঳前・૥期
ਏஇおよび૥期治ྏにおけるྛ理的՟ୌのݗ౾」研究会（ઍഀ） 

ʕ国際ジェンダー学会「開発とジェンダー」研究会（平໼） 

ʕ国಼の⼥性学・ジェンダー研究センターとのϋットϭーク 

ジェンダー関連学ڢ会コンλーシΠム΃のࢂՅ ほか 
� �
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㸰㸧ᅜ㝿ඹྠ◊✲ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ�

ジェンダー研究所所଒ϟンバーは、֦国の研究ंたちと国際共同研究プロジェクトをਬ進している。 

ϕϫジェέφν΢φϩ 

Substantive Representation of Women Parliamentarians and Gender Equality 
in Asia: A Comparative Study 
ϟンώー ϟンώーॶ଒研究ؖؽ 

ʴ研究代表ंʵDevin K. Joshi Singapore Management University 

ʴ研究෾୴ंʵ  

ਅⅰᒉ お茶の水⼥子大学ジェンダー研究所 

Ӷ౽ײ子 ๑政大学 

Chang-Ling Huang 国立ୈ࿹大学 

Ella S. Prihatini Universitas Bina Nusantara 

Ummu Atiyah Ahmad Zakuan Universiti Utara Malaysia 

Jean Encinas-Franco University of the Philippines, Diliman 

Sara Niner Monash University 

Therese Thi Phuong Tam Nguyen Universidade Nacional Timor Lorosa’e 

Syeda Lasna Kabir University of Dhaka 

Aashiyana Adhikari Center for South Asian Studies 

Ruwanthi Jayasekara Institute of National Security Studies 

研究ϕϫジェέφ֕གྷ 

コンラート・ΠデナウΠーࡔ஄（ドイツの政治ࡔ஄（シンクタンク）、ݳ理事はϟルίルݫड૮）のシンΪ
ポールオフィスがࢩԋする国際共同研究プロジェクト。バングラデシϣ、インドϋシΠ、日本、マϪーシ
Π、ϋパール、フィリピン、ؘ国、スリランΩ、ୈ࿹、౨ティϠールなど、ΠジΠ֦国の国会における⼥
性の代表性を௒ࠬ・෾ੵする。研究成Վはॽ੸ Substantive Representation of Women in Asian Parliaments とし
て 2022 年 8 月に Routledge 社から出版される（本ๅࠄॽ 23 นࢂল）。 
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ϕϫジェέφν΢φϩ 

౨アジアͶ͕͜るジェンダーと੕࣑ 
ϟンώー ϟンώーॶ଒研究ؖؽ 

ʴ研究代表ंʵਅⅰᒉ お茶の水⼥子大学ジェンダー研究所 

ʴ研究෾୴ंʵAh-ran Hwang ؘ国佄ࢃ大学 

Jinock Lee ؘ国ジェンダー政治研究所 

Soo-hyun Kwon ؘ国ジェンダー政治研究所 

 Ӟまり 上ஒ大学ࢀ

Jackie Steele ໌ݻԲ大学 

Chang-ling Huang 国立ୈ࿹大学 

Wan-ying Yang ୈ࿹国立政治大学 

研究ϕϫジェέφ֕གྷ 

౨ΠジΠஏҮはその経済発展の成Վにより国際的に注目されているが、政治の຿कԿのಕ۔はҲ༹ではな
い。本研究プロジェクトでは、日本、ؘ国、ୈ࿹の຿ककٝの༙り༹と政治代表性の関ܐについて、ジェ
ンダーࢻ点に立ٯした国際共同研究によりർֳ෾ੵする。٠員をଲেとしたΠンίート௒ࠬ、政ౚ、٠員、
ஏでのフィールドϭークを実施するほか、ఈ期的な国際シンポジウݳ΃のインタϑϣーやंܐ຿社会関ࢤ
ムや研究集会を開き、研究交流をଇ進する。౨ΠジΠஏҮにおいて、政治代表性の஋性優Ғ性が続くϟΩ
ニθムを໎らかにし、政治制度におけるジェンダーޮ平性・多༹性を実ݳさせる政ࡨもݗ౾する。2019 年
度に成Վをまとめ国಼֐で成Վ発表を行った。また日本の国会٠員をଲেとする̐度目のΠンίート௒ࠬ
も実施した。2021 年はք֐の学術ࢿࡸに౦ߚのために࿨ชࣧජに取り組んだ。 

 
ϕϫジェέφν΢φϩ 

٠ճ内੕࣑的େන性の性ࠫͶؖするޮࣞʀඉޮࣞ的੏ౕ要Ҿ෾ੵ 
ؘ国ʀೖ本ʀୈ࿹ർֳ෾ੵ 
ϟンώー ϟンώーॶ଒研究ؖؽ 

ʴ研究代表ंʵAh-ran Hwang ؘ国佄ࢃ大学 

ʴ研究෾୴ंʵਅⅰᒉ お茶の水⼥子大学ジェンダー研究所 

Jinock Lee ؘ国ジェンダー政治研究所 

Soo-hyun Kwon ؘ国ジェンダー政治研究所 

研究ϕϫジェέφ֕གྷ 

2016 年度からؘ国研究ࡔ஄から助成金をण୙し共同研究を実施。研究՟ୌは「٠会಼政治的代表性の性ࠫ
に関するޮࣞ、ඉޮࣞ的制度གྷҾ෾ੵ：ؘ国・日本・ୈ࿹ർֳ෾ੵ」。ジェンダー研究所の「౨ΠジΠにお
けるジェンダーと政治」研究プロジェクトのؘ国௒ࠬを実施。2019 年度は、成Վをまとめつつ国಼֐で成
Վ発表に力を೘れた。2021 年度は引き続きӵޢ࿨ชをࣧජして政治ࣁ金に関する制度がどのように⼥性の
政治ࢂ画にӪڻを༫えるのかを෾ੵした࿨ชを౦ߚしてࡎܟが݀ఈされた。 
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ϕϫジェέφν΢φϩ 

Politics & Gender  Critical Perspectives 「#MeToo in East Asia」 
ϟンώー ϟンώーॶ଒研究ؖؽ 

ʴ共同੻任ฦ集ंʵ  

ਅⅰᒉ お茶の水⼥子大学ジェンダー研究所 

Chang-Ling Huang 国立ୈ࿹大学 

Mari Miura 上ஒ大学 

Ruby Y.S. Lai ྰೈ大学   

Chao-ju Chen ୈ࿹๑ཱ学Ӆ 

Jing Xiong  活動Պ 

研究ϕϫジェέφ֕གྷ 

Politics & Gender（ΠϟリΩ政治学会学会ࢿ）の Critical Perpsectives セッションに「#MeToo in East Asia」
特集をة画し、ୈ࿹ߵ、 ΋౨ΠジΠ؜中国の研究ंらと日本を、ߕ 5 Ω国における#MeToo ӣ動に関する事
ྭ研究を়ղ（2021 年̗月発行）。 

 
ϕϫジェέφν΢φϩ 

Norway-Japan: Bridging Research and Education in Gender Equality and Diversity 
(NJ_BREGED) 
ϟンώー ϟンώーॶ଒研究ؖؽ 

ʴ研究代表ंʵ石井クンツ昌子 お茶の水⼥子大学グローバル⼥性リーダー育成研究機構 

Guro Kristensen ノルウェー科学技術大学（NTNU）ジェンダー研究センター 

ʴ研究෾୴ंʵރ୫ཇ子 お茶の水⼥子大学ジェンダー研究所／ײخ研究Ӆਕช科学ܧ 

ঘ྆ۆ子 お茶の水⼥子大学ײخ研究Ӆਕ間科学ܧ／ジェンダー研究所 

ઍഀ༟Յ཮ お茶の水⼥子大学ジェンダー研究所 

ඔ お茶の水⼥子大学ジェンダー研究所／リΦμン・URAޮݬ٤ センター 

ࠦ໼७子 ܜጱٝग़大学フΟイナンシϡル・ジェロントロジー研究センター 

নీデϪク お茶の水⼥子大学国際教育センター 

Priscilla Ringrose ノルウェー科学技術大学（NTNU）ジェンダー研究センター 

Siri Øyslebø Sørensen ノルウェー科学技術大学（NTNU）ジェンダー研究センター 

Jennifer Branlat ノルウェー科学技術大学（NTNU）ジェンダー研究センター 
研究ϕϫジェέφ֕གྷ 

ノルウェーリγーοΩウンシルの国際共同研究助成金（INTPART）による、2019ʛ2021 年度の 3 年間にో
る国際共同プロジェクト。お茶の水⼥子大学ジェンダー研究所とノルウェー科学技術大学ジェンダー研究
センターの所଒員がࢂՅ。Պଔ、教育とジェンダー、生殖ҫྏなどの྘Үで、ノルウェーと日本の国際ർ
ֳ研究に取り組΋ほか、ޕいの大学に଼ࡑしての֐ࡑ研रや、र࢞・ദ࢞Ӆ生の共同指導、ϭークショッ
プ・セミナーの開催といった活動を進める。共同研究の成Վを Routledge 社からק行。新ܗコロナウィルス
研रの実施が଼っていることから、事業終྅が֐ࡑによりڻઝ঳のӪ״ 1 年Ԉ期され、2022 年度までとな
った（本ๅࠄॽ 22 น、91ʛ94 นࢂল）。 
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ϕϫジェέφν΢φϩ 

7HDFKLQJ *HQGHU (TXDOLW\ DQG 'LYHUVLW\ LQ 1RUZD\ DQG -DSDQ 
ϟンώー ϟンώーॶ଒研究ؖؽ 

ʴ研究代表ंʵঘྜྷ੥ お茶の水⼥子大学ŠƆƃŘŲƆƁƀŘŨƆŘŤŗŴƇ研究所／ײخ研究Ӆਕ間科学ܧ 

Guro Kristensen ノルウェー科学技術大学（NTNU）ジェンダー研究センター 

ʴ研究෾୴ंʵރ୫ཇ子 お茶の水⼥子大学ジェンダー研究所／ײخ研究Ӆਕช科学ܧ 

石井クンツ昌子 お茶の水⼥子大学グローバル⼥性リーダー育成研究機構 

নీデϪク お茶の水⼥子大学国際教育センター 

Ԯଞཤ恵 お茶の水⼥子大学グローバルリーダーシップ研究所 

ඔ お茶の水⼥子大学ジェンダー研究所／リΦμン・URAޮݬ٤ センター 

Priscilla Ringrose ノルウェー科学技術大学（NTNU）ジェンダー研究センター 

Siri Øyslebø Sørensen ノルウェー科学技術大学（NTNU）ジェンダー研究センター 

Jennifer Branlat ノルウェー科学技術大学（NTNU）ジェンダー研究センター 
研究ϕϫジェέφ֕གྷ 

ノルウェー高等教育国際連ܠਬ進機関（Diku）の UTFORSK 助成金による、2021ʛ2025 年度の 4 年間にわ
たる国際共同プロジェクト。お茶の水⼥子大学グローバル⼥性リーダー育成研究機構とノルウェー科学技
術大学ジェンダー研究センターの所଒員がࢂՅ。ジェンダーおよびダイバーシティ研究教育の質を高める
ための新しい教育戦略を構築するプロジェクト。学生、ऑघ研究ं、教員が、パートナー大学での共同セ
ミナーや共同指導を経ݩするなど、質が高く活力にຮちた、国際的な学びのڧ؂を఑ڛする。研究発表や
や、࿨ชの共同ࣧජなど研究ं同࢞のগཔ的なパートナーڛ༫などऑघ研究ं΃の機会఑ࢂ΃のܠ学連ࢊ
シップ発展につながる活動も行う。2021 年度はオンラインでのプロジェクト会٠を実施し、プロジェクト
計画についての࿫し合いを࣍った。૮ޕ๜໲を؜΋本֪的なプロジェクト事業は 2022 年度より実施（本ๅ
ॽࠄ 22 น、93ʛ94 นࢂল）。 

 
ϕϫジェέφν΢φϩ 

5HFRQFHLYLQJ 'RQRU &RQFHSWLRQ LQ 'HQPDUN DQG -DSDQ 
ϟンώー ϟンώーॶ଒研究ؖؽ 

ʴ研究代表ंʵStine W. Adrian Aalborg University 

ʴ研究෾୴ंʵTine Ravn Aarhus University 

Janne Rothmar Herrmann University of Copenhagen 

௱৪あͰみ ໎治学Ӆ大学 

പ井એধ ੫Ԯ大学 

ঘ໵ุ ਈރ༂科大学 

༟井ऴध ࢃཨ大学 

ઍഀ༟Յ཮ お茶の水⼥子大学ジェンダー研究所 
研究ϕϫジェέφ֕གྷ 

本プロジェクトでは、デンマークの研究ं 3 ໌と日本の研究ं 5 ໌で、デンマークと日本のドナーの֮ฯ
を؜΋੠子バンクのয়ڱを௒ࠬし、それらの௒ࠬを௪して、҈全性を֮ฯするためのドナーのスクリーニ
ングのࡑり๏やドナー΃のๅृの੍ඉ、ドナーのಙ໌性の໲ୌ等についてݗ౾し、その結Վを政ැや社会
に向けて発৶していく（本ๅࠄॽ 23 นࢂল）。 
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ϕϫジェέφν΢φϩ 

ਕ຿ޮऀغの஦国೸ଞͶ͕͜るਫ਼活஡঄のร化とジェンダー 
ϟンώー ϟンώーॶ଒研究ؖؽ 

ʴ研究代表ंʵຉ޳ਜ਼ 大ޮࡗ立大学 

ʴ研究෾୴ंʵ大࢛ڰ恵 お茶の水⼥子大学ジェンダー研究所 

 大学ࢃೈ ޙ৵޳ߒ

ೈ༡子 Ҳڰ大学 

ন໨༺ਕ 大ޮࡗ立大学 

ᮢඔ๗ ૥Ҷీ大学 

ཷ೉ ࢃཨӵ࿪大学 

 社大学ࢦ同 ࢛ౣآ

ཧѧコウ お茶の水⼥子大学ײخ研究Ӆリγーοフェロー 

ৌਖཀ 中国・՜౨ࢥ൥大学 

ཧধ 中国・՜౨ࢥ൥大学 

௃継ݫ 中国・՜౨ࢥ൥大学 

Ԩڰ 中国・社会科学Ӆ 

研究ϕϫジェέφ֕གྷ 

本研究は科研費・国際共同研究Յଐخ金（国際共同研究کԿ（B））をणけ、2021 年 12 月から 2025 年 3

月にかけて実施される国際共同研究のプロジェクトである。ਕ຿ޮ社期（1950 年代ʛ70 年代）の中国೸ଞ
における生活஡঄の変Կとジェンダーについて、ݱࣁഓ෾のあり๏に஥目して、実ৄ的にݗ౾することを
目的とする（本ๅࠄॽ 21 นࢂল）。 

 中国೸ଞでは、1949 年の「࢓ఈݓ๑」や 50 年の「࠙ҿ๑」「ౖஏրַ๑」のޮා、またਕ຿ޮ社制度の
展開により、෩ݒ的な׵सのഉઊが進められるとともに஋⼥平等の制度的خ൭が構築されていった。とこ
ろが、生ࢊ࿓ಉ΃のࢂՅのఖ度の஋⼥ࠫ（࿓ಉ点数にଲする⼥性ࠫพのଚࡑも）、ߠஏや水ཤ施設などの共
΃のΠクセスに⼥性と஋性とでどのఖ度ҩいがあったのかなど、෈໎な点は多い。さらにޮ共ৱಌݱࣁ༙
や୙ࣉ所のݳ実的なཤ༽য়ڱ、Պ事やίΠなど再生ࢊ࿓ಉの性พ෾業についても、研究のۯപ෨෾になっ
ている。 

 以上のことから、ᶅ֦ஏ೸ଞにおけるਕ຿ޮ社期のݱࣁഓ෾のあり๏をմ໎すること、ᶆ੊ଵ಼֐にお
ける生ࢊ・再生ࢊ࿓ಉの࿓ಉ力ഓ஖の実ସをࡱߡし、「ଞ」や「Պ」のݘ力関ܐやو൥にどのような༵ら͙
があったのかをմ໎すること、ᶇさらにᶅᶆと関ܐする໲ୌとして、国ՊϪベルの指ਓや計画生育がخ૜
社会における生活஡঄に༫えたӪڻをմ໎する。 

 2021 年度は 11 月 21 日に Zoom で研究会を実施した。 
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㸱㸧AIT  ࣉࢵࣙࢩࢡ࣮࣡
ジェンダー研究所͗ӣӨकରをແΌる国ࡏ研究ިླྀプロジェέφ 
タ΢のアジア޽Ռ⼤学Ӆ⼤学（$I7）とジェンダー研究所ͶΓるऑघ研究ं国ླྀިࡏプログラム 

AIT ϭークショップは、ジェンダー研究所と、タイのΠジΠ޽科大学Ӆ大学（Asian Institute of 

Technology（AIT））とにより実施されている、国際研究交流プログラムである。 

2001 年に、ジェンダー研究センター（ݳジェンダー研究所）所଒教員と、AIT「ジェンダーと開発」
専ߊの日Ծ෨ښ子教दらのਜ力によって始められ、2004 年には、本学と AIT との間で大学間学術交流
Ͱき、日本ではジェンダー研究所が、タイではخఈにڢ、ఈが結ͻれた。以降ڢ AIT・ݱࣁڧ؂開発研
究科がӣӨक体となり、AIT で実施されるϭークショップ΃の本学Ӆ生ഁݥと、AIT 大学Ӆ生の日本国
಼での研रण೘による、国際研究交流事業をほ·ຘ年実施している。お茶大ではもっともྼ࢛が⻑い国
際研究交流プログラムである。 

2009 年度からは、AIT ϭークショップ・プログラムは、ジェンダー研究センターがॊཔ఑ڛしてきた
大学Ӆദ࢞前期՟ఖ科目「国際社会ジェンダー࿨ԍस」としてୱҒ೟ఈが始まった。2013 年度はγマー
プログラムを活༽して AIT Ӆ生の日本国಼研रを実施し、2014 年度からは大学Ӆദ࢞前期՟ఖ科目「フ
ィールドϭーク๏๑࿨」を国಼事前研रとして取り೘れた。 

AIT ϭークショップգ年度実੹ 

実施年度 研रテーマ 
2001 Gender and Development 

2002 Gender, Work and Globalization 

2003 Women, Globalization and Home-based Work 

2004 Female Migrant Workers' Rights in Thailand 

2005 Gender and Development in Thailand: Labor rights and violence against women 

2006 ʦ実施せͥʧ 

2007 Gender, Rights and Empowerment 

2008 Thailand-Japan Interactive Research Actions by Using Gender Perspectives 

2009 Gender and Policy: Through Thailand-Japan Interactive Analysis 

2010 Gender and Social Change: Comparative Analysis of Thailand and Japan 

2011 Gender and Disasterʦ特พプログラム：本学でのシンポジウム開催ʧ 

2012 Sexuality 

2013 Global Justice, Women’s Health and Prostitution 

2014 1) Sexuality, 2) Gender and Poverty, 3) Education and Empowerment 

2015 Labor, Sexuality and Empowerment 

2016 Labor and Association from Gender Perspective 

2017 Sexual minority and migrant workers from gender perspectives 

2018 Power and Sexuality from Gender perspectives 

2019 Gender and Empowerment in Urban Space 
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⼤学Ӆٝߪ「国ऀࡏճジェンダー࿨」Ͳの学सとグローバルなフィールχͲのࣰભʀިླྀ 

本ϭークショップの日本からのࢂՅंは、ॡ学期に大学Ӆ科目「フィールドϭーク๏๑࿨」をསरし、
開発とジェンダーにかかわるグローバルな՟ୌ܊の෾ੵ๏๑や࠴ࢻ、ք֐におけるフィールド௒ࠬ๏๑
を学΁。そのޛにΠジΠঀ国のগཔを୴う多࠾なਕࡒが集う AIT での研रにࢂՅし、フィールドϭーク
にخͰく研究のેخを実ભ的に学सする。また֦国のӅ生たちとϭークショップで研究交流することで、
൶らの೦қある٠࿨スタイルや໲ୌ関ৼの多༹さから研究ंとしての࢙ܻを得る。ؾ国してからはジェ
ンダー研究所所଒教員が୴౲する「国際社会ジェンダー࿨」（本ๅࠄॽ 102 นࢂল）にて、タイで得たஎ
見を共༙し、国際社会におけるジェンダーの໲ୌの理࿨的ݗ౾を௪ͣて、さらに理մを਄める。またࢂ
Յंはຘ年、ๅࠄॽをまとめている。 

ジェンダー研究所は、このような大学Ӆ生の国際研究交流プログラムを఑ڛし、大学Ӆ生の教育Ϋϡ
リΫϣラムをึکすることで、࣏ ੊代のジェンダー研究ं、あるいは、NGO や国際機関で国際ڢ力の࢕
事につくਕࡒの཈成に࣍続的に取り組んでいる。 

2021ڦ ೧ౕ $I7 ϭーέεϥρプͶͯ͏て 
新ܗコロナ״ઝ঳֨大のためࠕ年度も実施は見ૻられたものの、大学Ӆߪ 「ٝ国際社会ジェンダー࿨」

（本ๅࠄॽ 102 นࢂল）のҲ؂として「ジェンダーと開発」෾໼における実ભ専໵Պをডき、実ભにお
ける理࿨のࡑり๏を学΁機会を設けた。۫体的には、IGS セミナー（学಼ݸఈ）「教育とジェンダー、੊
ֆと日本：2030 年に΋けてࠕ日の՟ୌ」（本ๅࠄॽ 58 นࢂল）と、IGS セミナー（Ҳൢޮ開）「国際ڢ
力とジェンダー・トランスフΧーマティブ・Πプローο」（本ๅࠄॽ 60 นࢂল）をジェンダー研究所所
଒教員が開催した。 

またࡤ年度（2020 年度）開催した AIT ϭークショップをめ͛る国際シンポジウムをخに、本交流事業
20 ब年をى೨するๅࠄॽをק行した。本ๅࠄॽは、2001 年度から 20 年度までに実施したϭークショッ
プのى࿧である。ୢ し、2020 年度は新ܗコロナウィルス״ઝ঳֨大によりోߦ෈Նであったことから、
その代଺として実施した「お茶大ʗAIT20 ब年ى೨シンポジウム 開発・教育・ジェンダー」における
֦ౌஅंのๅ֕ࠄགྷを第Ҳ෨としてࡎܟしている。第二෨には、֦年度の日ఖ、ࢂՅं໌ࢱおよびϭー
クショップ時のࣺਇを、֦ࣁྋや౲時のࢂՅंからՆ೵なݸりफ集しफめた。 

本ϭークショップは年度を経るごとにୱҒ೟ఈされる大学Ӆ教育プログラムとして੖ඍされていく
が、それをࢩえた教員、コーディϋーター（ദ࢞ޛ期՟ఖ学生）など
関ंܐҲལもת຦にࡎܟしている。 

「ジェンダーと開発（Gender and Development: GAD�」にかかわ
る՟ୌ܊の෾ੵ๏๑や࠴ࢻ、またք֐におけるフィールドϭークのخ
ેを学΁ことが目的の本プログラムによって、ࢂՅंは国際ڢ力や開
発ԋ助、ࢤ຿ӣ動に௜にৰれ、フェミニストࢻ点から٠࿨する機会を
得ることができたといえるだろう。IGS が⻑期継続的に取り組んでき
た国際的連ܠのԾでの本教育プロジェクトによって、20 年間で多くの
研究交流が生まれたことをࣖすๅࠄॽとなった。  
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㸲㸧INTPART  ࢺࢡ࢙ࢪࣟࣉ
国際ർֳ研究ͳͨの࠹৿成Վを研究گүにԢ༽ͤΖ国際ڠಋۂࣆ 

 
˛֕གྷ 

ノルウェーリγーοΩウンシルの国際共同研究助成金 International Partnerships for Excellent Education, 

Research and Innovation（INTPART）による、Norway-Japan: Bridging Research and Education in Gender Equality 

and Diversity（NJ_BREGED）プロジェクト。ノルウェー科学技術大学（NTNU）のジェンダー研究セン
ターと IGS とで、2019ʛ2021 年度の 3 年間にわたって、教員・研究ं・Ӆ生の૮ݥഁޕおよび、ノルウ
ェーと日本のジェンダー平等についてのർֳ研究、セミナーやϭークショップの開催などを進め、共同
研究の成Վをॽ੸としてק行する。 

 

 

˛ϕϫジェέφߑ成（૮ޕに࿊ͤܠΖ 6 ͯのϭーέϏρίージ（:3）） 
:31 ϕϫジェέφ؇ཀྵʁNTNU とお茶大の代表が高水६の生ࢊ性と創ଆ性を୴ฯ。 

 。研究を行う֐ࡑして教育交流やࡑ研रʁ両大学のӅ生、教員、研究ंがパートナー大学に଼֐ࡑ 32:

:33 院ਫ਼ڠಋࢨ಍ʁ両大学の教員が、大学Ӆ生の研究プロジェクトの共同指導を行う。 

 。Ͱく国際的な教育プログラムを開発خүʁ質の高い研究にگ׷ಋΩϨΫϣϧϞ開発ͳި߻ 34:

 行プロジェクトקʁΠンλロジー࠷ಋड़൝ͳ೧࣏ϭーέεϥρϕの開ڠ 35:

 ʁޮ開イベントの開催などプロジェクト成Վの発৶࠷ͳιϝψー開ٶๅ・成Վ෕߁ 36:

 
 
˛2021 ೧ౕϕϫジェέφϟンώー 
ʮ1718ʯ 
グロ・コースニス・クリステンセン（学際的ชԿ研究学෨⻑・教द：プロジェクトマϋージϡー） 

ジェニフΟー・ブロンラ（ポスドク研究員：プロジェクトコーディϋーター） 

プリシラ・リングローθ（教द） 

シリ・ΦイスϪボ・λϪンセン（ジェンダー研究センター⻑・教द） 

ʮ,*6ʯ 
石井クンツ昌子（お茶の水⼥子大学理事・副学⻑：本学ଈ代表） 

୫ཇ子（IGSރ 所⻑／ײخ研究Ӆਕช科学ܧ教द） 

ঘ྆ۆ子（IGS 研究員／ײخ研究Ӆਕ間科学ܧ教द） 

ઍഀ༟Յ཮（IGS 特任ࢥߪ） 

ඔ（IGSޮݬ٤ 特任リγーοフェロー／リγーο・ΠドミニストϪーター：事ແۃ） 

নీデϪク（国際教育センターࢥߪ） 

ࠦ໼७子（IGS 研究ڢ力員／ܜጱٝग़大学フΟイナンシϡル・ジェロントロジー研究センター特任ࢥߪ） 
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˛2021 ೧಼ౕۂࣆ༲ 
新ܗコロナウィルス״ઝ঳まんԈ๹ࢯଲࡨのӪڻにより、研究ंおよび大学Ӆ生の૮ݥഁޕが実施でき
ͥにいるが、そうした中でも、研究活動は活発に進められ、11 月຦に国際ർֳ研究の成Վॽ੸がք֐の
出版社からק行された。また、本プロジェクトが進めてきたジェンダー研究教育交流をさらに発展させ
る目的で立ち上げられた新وの教育交流プロジェクト（DIKU）が、ノルウェーの高等教育の国際連ܠਬ
進の助成金を֭得した。 

 

ᶅॽ੸ߨקϕϫジェέφ 
ノルウェーと日本の研究ंによる共同研究οームをฦ成して進めてきた国際ർֳ研究の成Վॽ੸
『Comparative Perspectives on Gender Equality in Japan and Norway: Same but Different?』が 11 月຦に
Routledge 社からק行された。プロジェクトϟンバー以֐の研究ंもࢂՅし、߁൥なテーマの࿨ߡをま
とめたΠンλロジーとなった。ノルウェーと日本のジェンダーয়ڱを༹ʓなࢻ点でർֳ෾ੵした࿨ช
14 হが、Պଔ、教育、ϟディΠなどのテーマพに෾ྪされている。ハードΩバーॽ੸の発ജと同時に
オープンΠクセスのు子ॽ੸もק行されており、出版社のγイトから全Ϙージໃྋでダウンロードし
てಣ΋ことができる。 

 

&RPSDUDWLYH 3HUVSHFWLYHV RQ *HQGHU (TXDOLW\ LQ 
-DSDQ DQG 1RUZD\� 6DPH EXW 'LIIHUHQW" 
੶Ҭέンςথ⼦ɼήϫ・コースωス・έϨスτンιンɼ 
ϕϨεϧ・Ϩンήϫーθ（ฦஸ） 

ʴॵ൝ߨק೧ʵ 2021 ೧ 

ʴH�%RRN ೖʵ 2021ߨק ೧ 11 ݆ 29 ೖ 

ʴड़൝社ʵ 5RXWOHGJH 

ʴ'2,ʵ KWWSV���GRL�RUJ�10�4324�9781003185222 

ʴϘージ਼ʵ 252 Ϙージ 

ʴΨーϕンΠέιスۜࣁ఑ڛʵ.QRZOHGJH 8QODWFKHG *PE+ 
 
 

ʮ໪࣏ʯ 
1� ,QWURGXFWLRQ� &RPSDUDWLYH SHUVSHFWLYHV RQ JHQGHU LQ -DSDQ DQG 1RUZD\ 

0DVDNR ,VKLL�.XQW]� *XUR .RUVQHV .ULVWHQVHQ DQG 3ULVFLOOD 5LQJURVH 

3$57 ,� )DPLO\ DQG KRPH 
2� *HQGHU DQG KRPH LQ -DSDQ DQG 1RUZD\� &RQVLGHULQJ WKH SDVW DQG FRQWHPSODWLQJ WKH IXWXUH 

*XUR .RUVQHV .ULVWHQVHQ� 3ULVFLOOD 5LQJURVH� DQG 0DVDNR ,VKLL�.XQW] 
3� &DULQJ PDVFXOLQLW\� )DWKHUVb FKLOGFDUH LQ -DSDQ DQG 1RUZD\ 

0DVDNR ,VKLL�.XQW]  

3$57 ,,� (GXFDWLRQ 
4� (GXFDWLRQ DQG JHQGHU LQ -DSDQ DQG 1RUZD\ IURP KLVWRULFDO SHUVSHFWLYH 

5\RNR .RGDPD 
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5� &UHDWLQJ PRUH HTXDO SDUWQHUVKLSV� +RPH (FRQRPLFV HGXFDWLRQ DQG JHQGHU HTXDOLW\ LQ -DSDQ DQG 
1RUZD\ 
-HQQLIHU %UDQODW DQG -XQNR 6DQR 

6� 7HDFKLQJ ZLWK IHPLQLVW YDOXHV� $ GLDORJLFDO QDUUDWLYH DQDO\VLV RI JHQGHU VWXGLHV HGXFDWRU QDUUDWLYHV 
-HQQLIHU %UDQODW 

7� 0DNLQJ LW LQ DFDGHPLD� $ VWXG\ RI FDUHHU QDUUDWLYHV RI PHQ DQG ZRPHQ SURIHVVRUV LQ 1RUZD\ DQG 
-DSDQ 
9LYLDQ $QHWWH /DJHVHQ� *XUR .RUVQHV .ULVWHQVHQ� 6LUL �\VOHE� 6�UHQVHQ� DQG 'HUHN 0DWVXGD 

3$57 ,,,� 0HGLD 
8� 0DVFXOLQLW\ LQ FRQWHPSRUDU\ 9LNLQJ DQG 6DPXUDL FRPHGLHV� d,WbV QRW UHDOO\ PH� WKDW IHDU�EDVHG 

OHDGHUVKLS VW\OH VWXIIb 
-HQQLIHU %UDQODW DQG 3ULVFLOOD 5LQJURVH 

9� :RUN�OLIH EDODQFH DQG HTXDOLW\ REVHUYHG WKURXJK DGYHUWLVLQJ GXULQJ WKH &29,'�19 SDQGHPLF LQ -DSDQ 
DQG 1RUZD\ 
&KLKLUR :DGD DQG 5RJHU $� 6�UDD 

3$57 ,9� 6H[XDOLW\ DQG UHSURGXFWLRQ 
10� 7KH VWUXJJOH WR EHORQJ� 7UDQV DQG JHQGHU�GLYHUVH H[SHULHQFHV LQ -DSDQ DQG 1RUZD\ 

IUDQFH URVH KDUWOLQH DQG .HLLFKLUR ,VKLPDUX 
11� $ PDWWHU RI JHQGHU �LQ�HTXDOLW\" 3XEOLF GLVFRXUVHV RQ GHFOLQLQJ IHUWLOLW\ LQ -DSDQ DQG 1RUZD\͒ 

*XUR .RUVQHV .ULVWHQVHQ DQG <XNDUL 6HPED 
12� $VVLVWHG UHSURGXFWLRQ ZLWK GRQDWHG HJJV DQG VSHUP� $ FRPSDULVRQ RI UHJXODWLRQV RQ DVVLVWHG 

UHSURGXFWLRQ LQ 1RUZD\ DQG -DSDQ 
0HUHWH /LH DQG <XNDUL 6HPED 

3$57 9� 'LDORJXH 
13� %HFRPLQJ D IHPLQLVW DFDGHPLF LQ -DSDQ DQG 1RUZD\� $ GLDORJXH ZLWK 3URIHVVRUV 0DVDNR ,VKLL�.XQW] 

DQG $JQHV %ROV� 
-HQQLIHU %UDQODW� $JQHV %ROV�� DQG 0DVDNR ,VKLL�.XQW] 

&RQFOXVLRQV 
14� &RQFOXVLRQ� &RPSDUDWLYH SHUVSHFWLYHV RQ JHQGHU HTXDOLW\ LQ -DSDQ DQG 1RUZD\� 5HIOHFWLRQV DQG 

OHVVRQ OHDUQW 
3ULVFLOOD 5LQJURVH� 0DVDNR ,VKLL�.XQW]� DQG *XUR .RUVQHV .ULVWHQVHQ 

 
 
ᶆ৿وϕϫジェέφの⽴ͬ৏͝ 
これまでに IGS と NTNU ジェンダー研究センターで進めてきた研究教育交流をさらに発展させる目的
で、新たな教育交流プロジェクトが立ち上げられ、Norwegian Agency for International Cooperation and 

Quality Enhancement in Higher Education（DIKU）の UTFORSK プログラム助成金に採択された。INTPART

は大学Ӆ生以上の交ݥഁ׷が中ৼであるが、この新وプロジェクトは学෨生もଲেであり、また、パー
トナー大学΃の଼ࡑ期間も 3 か月以上がݬଉになる。新ܗコロナウィルス״ઝ঳のӪڻで、ഁݥは開始
できていないが、૥期に国際Ң動のࣙ༟がյ෰されることを願いつつ、両大学では本プロジェクトによ
る教育プログラムのݗ౾が進められている。以Ծは、助成金のਅ੧ॽにࡎىした事業಼༲のൊਰ。 
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ʴŴƇƃŤƆŒŠŬŨŚŬƁʵTeaching Gender Equality and Diversity in Norway and Japan 

ʴŴƇƃŤƆŒŠŬ期間ʵ2021 年 8 月 1 日ʛ2025 年 7 月 31 日 

ʴ ࣆ ۂ ໪ ద ʵݳ行の INTPART プロジェクトで築いたパートナーシップと研究成Վをેخに、ジェ
ンダーおよびダイバーシティ研究教育の質を高めるための新しい教育戦略を構築す
る。学生をはͣめ、ऑघ研究ं、教員にࢺるす΄てのϪベルで、質が高く活力にຮち
た、国際的な学びのڧ؂を఑ڛする。SDGs のジェンダー・ダイバーシティ関連の目
標ୣ成にࣁする成Վを目指す。 

ʴ組৭ͳϟンώー  ɻ
 1718 ຌ学 

෨ۃ 
学際的ชԿ研究学෨（ジェンダー研究セ
ンターの所଒組織） 

ŠƆƃŘŲƆƁƀŘŨƆŘŤŗŴƇ研究所（IGL） 

ジェンダー研究所 

෨ۃେන Margarethe Aune（学෨⻑） ঘྜྷ੥（IGL 所⻑） 

コーυΡϋーνー グロ・クリステンセン ރ୫ཇ子 

ϟンώー 
シリ・λϪンセン 

プリシラ・リングローθ 

ジェニフΟー・ブロンラ 

石井クンツ昌子 

নీデϪク 

Ԯଞཤ恵（IGL 特任ࢥߪ） 

 

ʴ क ͵ ࣆ ۂ ಼ ༲ ʵ 
（1）学෨生、Ӆ生、教員のパートナー大学での研र（3 Ω月ఖ度） 

・NTNUˢ本学：学෨生／M Ӆ生 8 ໌、D Ӆ生 2 ໌、教員 2 ໌（2022 年と 2024 年に実施༩ఈ） 

  （γマープログラムࢂՅを؜΋༩ఈ） 

・本学ˢNTNU：学෨生／M Ӆ生 8 ໌、D Ӆ生 2 ໌、教員 2 ໌（2023 年と 2025 年に実施༩ఈ） 

  （NTNU が実施するӵޢによるٝߪ「Gender and Norwegian Culture」など΃の出ੰがՆ೵） 

（2）共同セミナーの実施とӅ生の共同指導 

（3）ऑघ研究ं΃の機会఑ڛ（研究発表やࢊ学連ܠ） 

（4）成Վ発৶、࿨ชの共同ࣧජ、গཔ的なパートナーシップ発展につながる活動 
 
˛2021 ೧ౕۂࣆ成Վ 

国際Ң動の制ݸが続く中ではあったが、ฦंそしてࣧජंらの౔力により、共同研究の成Վॽ੸をங
Ԉなくק行することができた。また、ు子ॽ੸版がオープンΠクセスとなったことで、研究成Վの߁൥
な൨ාがՆ೵になり、またޛࠕの教育連ܠのプログラム΃の活༽が༲ҝになった。2020 年度以降、૮ޕ
が実施できていないことから、ノルウェーリγーοΩウンシルにݥഁ 1 年間のプロジェクトԈ⻑をਅ੧
しট೟され、INTPART プロジェクトは 2022 年度も継続するӣびとなった。また、これまでに本学と
NTNU が積み॑͸てきた研究教育連ܠの実੹が評価され、新وプロジェクトの助成金採択が݀ఈした。
パンデミックの⻑期Կというࠖೋがある中で、このような成Վを上げることができたことは、جͻしい
ことである。૮ݥഁޕの再開をଶち๮΋日ʓが続いているが、パンデミックԾで॑͸られている研究教
育ݳ৖での創қ޽෋を本プロジェクトにおいても活༽し、事業活動のै実と発展に౔める所ଚである。 
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㸳㸧JAWS 
ジェンダー研究所は、࣏੊代ジェンダー研究ंを཈成するための࣍続的な国際研究交流ϋットϭーク

のܙ成に取り組んできた。そのͽとつが「AIT ϭークショップ」（本ๅࠄॽ 89 นࢂল）であり、もうͽ
とつの代表的な活動が「日本ʗΠϟリΩ⼥性政治学ंシンポジウム」（Japan-America Women Political 

Scientists Symposium, JAWS）である。 

JAWS は、政治学෾໼でジェンダー研究をਲ਼行する日ธの⼥性研究ंらが、日本とΠϟリΩで交ޕに
集まって研究交流を行うユニークな研究ϋットϭークである。ࢂՅंは、ޕいの研究交流はもちろん、
ऑघ研究ंにࢂՅをଇして国際的なࢻ点を身につけてもらうと共に、政治学෾໼でマイノリティーであ
るऑघ⼥性研究ंにϟンタリングを行う。ジェンダー研究所は JAWS の活動ڎ点として、日本が開催ஏ
となる際は、研究集会・国際シンポジウムをक催し、成Վ発৶にも౔めている。 

 概要とྼ࢛รયڦ

JAWS のྼ࢛は 2000 年のՈにḬる。2000 年にΠϟリΩン大学（American University）のΩϪン・オコ
ナー（Karen ObConnor）教दが、同大学に「⼥性と政治研究所」（The Women and Politics Institute）を開設
したことをى೨して「⼥性と政治に関するർֳ政治学」ϭークショップをक催したことがその始まりで
ある。このϭークショップに、ΠϟリΩ政治学会と日ธ༓خ޹金（The Japan-US Friendship Commission）
のࢩԋを得て日本から 5 ໌の研究ंがডかれ、同ͣくডかれた 7 ໌のΠϟリΩの研究ंらと 3 日間にわ
たって研究交流が行われた。 

౲時、日本の政治学の෾໼では、⼥性政治学ंがとりわけঙ数であったのみならͥ、ジェンダーࢻ点
にخͰいた研究は、政治学研究としてほとんど関ৼを࣍たれていなかった。これがさらにऑघ⼥性研究
ंをԗ͡け、「⼥性と政治」෾໼の研究が進まないݬҾとなっていた。そんな中で始まったΠϟリΩの研
究ंとの交流は、日本の研究ंにとって国際的な研究動向にৰれることにՅえ、日本で⼥性研究ंが政
治学を研究するときに΁つかる༹ʓなปについて٠࿨する৖も఑ڛした。⼥性研究ंのஏҒ向上や⼥性
研究ंが行っている研究΃の評価という໲ୌは、ΠϟリΩの⼥性研究ंらにとっても共௪の՟ୌであっ
た。 

JAWS を始めたΠϟリΩの⼥性研究ं、M・マーΪϪット・コンウェイ（M. Margaret Conway）、ΩϪ
ン・オコナー、マリΠン・パリー（Marian Palley）は、そのような⼥性研究ंの՟ୌに取り組んできた
「⼥性と政治」研究のパイオニΠであった。൶⼥らは同෾໼の⼥性研究ंをྯましてγポートするだけ
でなく、ࣙ ら質の高い࿨ชを政治学ジϡーナルに発表することで、「⼥性と政治」研究をਜ਼౹性のある政
治学の研究としてҒ஖෉けることに߫ݛしたのである。JAWS を௪ͣての交流により、日本の研究ंと
ΠϟリΩのऑघ研究ंたちはΠϟリΩの第Ҳ੊代⼥性研究ंらの経ݩを共༙し、大きなྯましを得るこ
とができた。ྭえͻ、2000 年の第 1 յ JAWS ϭークショップのࢂՅंたちは、ޛにΠϟリΩ政治学会の
実行委員会⻑ Rob Hauck のڢ力を得て学会ࢿ『 PS: Political Science & Politics 』の 2001 年 6 月号に࿨
ชをࡎܟした。このࡎܟをきっかけに JAWS の日本ࢂՅंらは日本の政治学会でも注目されることにな
り、൶⼥らの研究も೟められるようになったとյޒする。آ本ඔ࠯子（॑ࢀ大学）、大քಠ子（お茶の水
⼥子大学）はෳԮࢤで開催された 2006 年੊ֆ政治学会（IPSA）の६ඍ委員もແめた。 

このように JAWS は日本の研究ंたちに、ΠϟリΩの⼥性研究ंとの交流による研究やΫϡリΠの発
展、ΠϟリΩ政治学会での研究発表、⻑期にわたってのϟンタリングの機会を༫えてくれた。ΠϟリΩ
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の研究ंにとっても、日本で研究発表を行う機会、日本の⼥性研究ंとのϋットϭークܙ成、ऑघ研究
ंのΫϡリΠ開発΃とܪがった。ྼ代の JAWS にࢂՅした日ธの⼥性研究ंらは、ޕいの社会の૮ҩ点
を೟ࣟしつつ、それぞれの৖で⼥性研究ंが௜໚する՟ୌに取り組み、国際的なࢻ点で研究を進めてい
く॑يな経ݩを得たのである。 

JAWS は 2000 年からࡑݳにࢺるまで、日ธ༓خ޹金等のࢩԋを得て̗յ研究集会を実施した。その֕
གྷを؈ୱに以Ծに৾りศる。 

第 2 յ：マリΠン・パリー教द（デラウェΠ大学,University of Delaware）が 2001 年γンフランシスコで
開かれたΠϟリΩ政治学会で「Women in Japan and the US」をテーマにة画し、12 ໌がࢂՅ。 

第 3 յ：2002 年に日本で開催。ΠϟリΩから 3 ໌がࢂՅした。॑ࢀ大学、お茶の水⼥子大学のジェンダ
ー研究センターで研究集会を開催した他、⼥性٠員、ஏ๏٠員、Πクティϑストୣに໚会した。 

第 4 յ：2003 年、デラウェΠ大学とΠϟリΩ政治学会（フィラデルフィΠࢤ）で開催され、新たにऑघ
研究ंが日本から 3 ໌、ΠϟリΩから 2 ໌Յわった。この時の成Վとして、2004 年 1 月号の
『 PS：Political Science & Politics 』に࿨ชགྷ༁がࡎܟされた。࿨ช全ชはΠϟリΩ政治学会ウ
ェブγイトの Special E-Symposium でޮ開された。 

第 5 յ：2007 年にジϣリー・ドーラン（Julie Dolan）०教द（マΩϪスター・ΩϪッジ,Macalester College）
とΠϟリΩ政治学会（APSA）の Bahram Rajaee のة画によって開かれた。APSA（シΩβࢤ）で
は「⼥性と֐交」をୌしたパϋルを構成した他、マΩϪスター・ΩϪッジ（ミϋλタयセント
ポールࢤ）で研究集会が開かれた。14 ໌の日ธ⼥性研究ंがࢂՅした。 

第 6 յ：2009 年、再び日本で開かれΠϟリΩから 6 ໌の研究ंがཔ日した。ΠϟリΩ大౹྘મڏにேん
だϐラリー・クリントンとγラ・Ϙイリンに関する研究、ΠϟリΩのঙ数政ౚにおける⼥性の
ༀׄ、ԾӅ٠員のスピーο෾ੵ、ҫྏ政ࡨと⼥性など最新の研究をๅࠄした。日本のࢂՅंも
⼥性とஏ๏٠会、౦ධ行動、⼥性٠員のリクルートϟント、⼥性国会٠員に関する研究を発表
した。お茶の水⼥子大学のジェンダー研究センターはドイツ日本研究所（German Institute for 

Japanese Studies）と共に౨ښの研究集会をक催した。ΠϟリΩの研究ंらは౨ښ౐੊ీ୫ۢの生
活ंϋットϭークを๜໲、さらに෍ݟࢃで行われた฾਎大会でも研究発表し޹評を得た。 

第 7 յ：2010 年に、ϟリッγ・デックマン（Melissa Deckman）०教द（ϭシントン・ΩϪッジ,Washington 

College）と APSA の Bahram Rajaee のة画によってΠϟリΩで開催された。ࢂՅंは「Gender, 

Politics and Policy: Post-Elections」をテーマにϭシントン・ΩϪッジ（ϟリーランドय）とΠϟリ
Ω政治学会（Washington DC）で研究ๅࠄを行った。2010 年の JAWS は日ธから 19 ໌がࢂՅし、
それまでで最大وໝとなった。 

˛JAWS ୊ 8 յ  

第 8 յは時をおいて 2017 年に日本で再開された
（しͻらく開催されなかったのはࣁ金上の໲ୌと
第Ҳ੊代の高ྺԿによる）。 

JAWS の再開を݋͸てジェンダー研究所がΠϟ
リΩからジϣリー・ドーランとϟリッγ・デックマ
ン（マリΠン・パリー教दもཔ日༩ఈだったが、ѳ

୊ 8 յ JAWSɼお茶の⽔⼥⼦⼤学Ͳの研究ިླྀ会 
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ళޫによりஇ೨した）をডᡊし、国際シンポジ
ウム「なͧΠϟリΩで⼥性大౹྘はஂ生しなか
ったのかʃ」を開催した。130 ໌を௔える多くの
௎़が集まり大੟ڱだった。このほか、౨ښ౐٠
会๜໲や、JAWS の新ڈϟンバー、ジェンダー研
究所の研究ं、お茶大のӅ生らとの研究交流も行
った。 

この時の成Վは 2018 年ק行の『ジェンダー研
究』21 号の特集「Gender and Political Leadership」
にࡎܟされた。 

 

 

 

ΠϟリΩ政治学会における JAWS HPˢhttps://connect.apsanet.org/jaws/ 

˛JAWS 2018 ೧ౕ成Վ 

2018 年 JAWS （第̗յ） 「ジェンダーと຿ककٝ」 nGender and Democracy| 

（8 月 28 日ʛ31 日、マγοϣーセッツय、ボストン） 

2018 年、第̗յ JAWS がΠϟリΩ政治学会のڢ力を得てボストンで 4 日間開催された。ボストンࢤに
あるγフΧーク大学のローκンバーグ౨ΠジΠ研究所は、研究集会の৖所とϪセプションを఑ڛしてく
れた。ࠕ年から第Ҳ੊代の JAWS ϟンバーは引ୂしたܙとなり、ਅⅰᒉ（ジェンダー研究所）、ϟリッ
γ・デックマンが引き続きフΟシリテーターとしてࢂՅした以֐は、全員新しいϟンバーがࢂՅした。 

Ӟまりࢀյはリンダ・ハスϊマ（Linda Hasunuma）（ブリッジポート大学,University of Bridgeport)とࠕ
（上ஒ大学）がՅわり、ΠϟリΩ政治学会の国際交流୴౲の Andrew Stinson のڢ力も得て、ΠϟリΩ政
治学会と日本政治学会から、ऑघ⼥性研究ंにࢂՅをݼびかけた。最終的に日ธからそれぞれऑघ研究
ंを 6 ໌ͥつ、計 12 ໌をમൊした。 

テーマは「ジェンダーと຿ककٝ」（Gender and Democracy）として、4 ໌のフΟシリテーターが初日
にϪクοϡーをすることで始まった。12 ໌のࢂՅंは研究セッションとΠϟリΩ政治学会パϋルで、⼥
性ӣ動、⼥性の政治ࢂ画、トランスナショナルな⼥性連ଵ、リーダーシップ、政治ࢂՅのジェンダーά
ϡップなどについて研究発表を行った。そのほか、ΫϡリΠܙ成、ϟディΠと研究発৶、࿨ชの出版な
どについて٠࿨するセッションも設けた。⼥性の政治ࢂՅに関する大وໝな研究をࢩԋしている
「Barbara Lee Foundation」も๜໲しࡔ஄の活動についてうかがった。（۫体的なスίジϣールは 

https://mk0apsaconnectbvy6p6.kinstacdn.com/wp-content/uploads/sites/22/2019/02/2018-JAWS-detailed-schedule.pdf ） 

˛JAWS 2019 ೧ౕ成Վ 

JAWS 2018 年のࢂՅंらがΠϟリΩ政治学会で発表した࿨ชをさらに発展させ、ΠϟリΩ政治学会の
学術ࢿࡸ「PS」に౦ߚした。その಼ 4 ໌が採択されࡎܟ༩ఈである。また、JAWS 2020 年（日本）に向
けて、ΠϟリΩ政治学会のコーディϋーターとڢ力してࣁ金ਅ੧に取り組んだ。  

୊ 8 յ JAWSɼ東京౐٠会๜໲ 
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˛JAWS 2020 ೧ౕ成Վ 

 

2020 年度は日本で開催される༩ఈだったが、ࣁ金ਅ੧がうまく進まなかったのと、新ܗコロナウィル
ス（COVID-19）のパンデミックによってҢ動が制ݸされ、日本政治学会で JAWS のパϋルを組んでオ
ンライン発表（9 月 26 日ౖ༷日 13:15~15:15）を行った。ࢂՅंと発表࿨ชのタイトルはԾىのとおり
である。 

 

2020 日本政治学会 JAWS パϋル：Intersectional Perspectives of Crisis Politics 

̏ɿMelissa Deckman, Washington College （ϟリッγ・デックマン、ϭシントン・ΩϪッジ） 

Gender, Age, and Intersectionality in the 2020 Presidential Race 
 

̐ɿછ໼߀子、ࡄݰと஋⼥共同ࢂ画 研रਬ進センター・૥Ҷీ大学 

Impact of COVID-19 on Japanese society: From Gender ˏ Minority Perspective 
 

３ɿ੤ీ಺ฯ子、ෳౣ大学 

Gender issues in rebuilding the lives of disaster victims: surveys on post-disaster public housing areas in 
Fukushima prefecture 
 

Chair 

ਅⅰᒉ、お茶の水⼥子大学 IGS 

 

Discussants 

෤ీ޼子、໌ݻԲ大学 

本ࢃԟ子、お茶の水⼥子大学 

 

˛JAWS 2021 ೧ౕ  

 。の活動計画はາఈޛࠕ
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■ 2021 ೧ౕ ք͖֐Δのডᡊ研究ं 

�ࠚ࢔ࢽ࢔ࢭ࣭࢜࢔ࢪ࢔࠙

 （実研究所・ؘ国ݳ性⼥）金⅚ྱ（クΧン・Ϋム・ϐョニョン）ݘ

IGS 国際シンポジウム「#MeToo の政治学：#MeToo が࢔したフェミニθムの՟ୌをߡえる」（32 นࢂল） 

ルイン（トランスジェンダー・クィΠ研究所・ؘ国） 

IGS 国際シンポジウム「#MeToo の政治学：#MeToo が࢔したフェミニθムの՟ୌをߡえる」（32 นࢂল） 

᪇成ೈ（οョ・λンナム）（ཨ՘⼥子大学ߏ・ؘ国） 

IGL/IGS 国際シンポジウム「グローバル⼥性リーダーシップ：ΠジΠからの఑ݶ」（38 นࢂল） 

日Ծ෨ښ子（ΠジΠ޽科大学Ӆ大学・タイ） 

IGL/IGS 国際シンポジウム「グローバル⼥性リーダーシップ：ΠジΠからの఑ݶ」（38 นࢂল） 

コリーナ・リΠントプトラ（インドϋシΠ大学・インドϋシΠ） 

IGL/IGS 国際シンポジウム「グローバル⼥性リーダーシップ：ΠジΠからの఑ݶ」（38 นࢂল） 

ΠϲィϢンティ・Πジス（インドϋシΠ大学・インドϋシΠ） 

IGS セミナー「ジェンダー、Φスニシティ、技೵実स制度」（47 นࢂল） 

ίン・ダニΦルθ（Ωンタベリー大学・ニϣージーランド） 

IGS 国際フΧーラム「出ࣙをஎることがなͧ॑གྷなのか：఑ڛ੠子で生まれたਕたちの経ݩと思い」
（49 นࢂল） 

ルセッタ Y・L・Ωム（ߕߵਃ၍大学・ߕߵ） 

IGS セミナー「็௫というランドスίープとジェンダー：フΟンダムのชԿ的・ஏ理的ӿڧとそのՆ
೵性」（62 นࢂল） 

 

�ࠚࣃࢵ࣮ࣟࣚ࠙

ロージー・Ϋϡンベル（Ϋングス・ΩϪッジ・ロンドン・ӵ国） 

IGL/IGS 国際シンポジウム「リーダーシップのஏ平：ジェンダー平等ਬ進のための理࿨と実ભ」（35

นࢂল） 

グロ・クリステンセン（ノルウェー科学技術大学・ノルウェー） 

IGL/IGS 国際シンポジウム「グローバル⼥性リーダーシップ：ΠジΠからの఑ݶ」（38 นࢂল） 

ΩϪン・シϡイΠ（デϣースブルグ・Φッセン大学・独） 

IGL/IGS 国際シンポジウム「グローバル⼥性リーダーシップ：ΠジΠからの఑ݶ」（38 นࢂল） 

スティン・W・ΦイドリΠン（オールボー大学・デンマーク） 

IGS セミナー「ঐ業的੠子バンクに関する໲ୌ：ྛ理・ジェンダー・社会的ଈ໚から」（41 นࢂল） 

Ωースティン・マックロード（Φディンバラ・ϋピΠ大学・ӵ国） 

IGS セミナー「生理のසࠖ」（45 นࢂল） 
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࠙໭⡿ࠚ�

本ీܣ子（コロンϑΠ大学・ธ）�

IGL/IGS 国際シンポジウム「グローバル⼥性リーダーシップ：ΠジΠからの఑ݶ」（38 นࢂল） 

ジϡン・バーθϪイ（ノースΩロライナ大学οϡϘルϐルߏ・ธ）�

IGL/IGS 国際シンポジウム「グローバル⼥性リーダーシップ：ΠジΠからの఑ݶ」（38 นࢂল） 

 

■ 2021 ೧ౕ 国内ডᡊ研究ं 

٤ྒྷஒ子（日本⼥子大学）IGS シンポジウム「ジェンダーのࢻ点にخͰくඔ術࢛研究のࡑݳ」（29 นࢂল） 

中౤ચ（大ࡗ大学）IGS シンポジウム「ジェンダーのࢻ点にخͰくඔ術࢛研究のࡑݳ」（29 นࢂল） 

๼ݬ恵（大ࡗ大学）IGS シンポジウム「ジェンダーのࢻ点にخͰくඔ術࢛研究のࡑݳ」（29 นࢂল） 

ઔஉ（෤଄大学）IGSߵ シンポジウム「ジェンダーのࢻ点にخͰくඔ術࢛研究のࡑݳ」（29 นࢂল） 

٢ஏՈ໼（໌ݻԲࢤ立大学）IGS 国際シンポジウム「#MeToo の政治学：#MeToo が࢔したフェミニθムの՟
ୌをߡえる」（32 นࢂল） 

大໨௜子（ੂࢃ⼥学Ԅ大学）IGL/IGS 国際シンポジウム「リーダーシップのஏ平：ジェンダー平等ਬ進のた
めの理࿨と実ભ」（35 นࢂল） 

ϪティツィΠ・グΠリーニ（国際خಞ教大学）IGS セミナー「日本ช学における෗໊関ܐ：ཋ๮・๭力・ࢩ
ഓ・ఏ43）「߇ นࢂল） 

⻑ౣඔن（プラン・インターナショナル・ジϡパン）IGS セミナー「生理のසࠖ」（45 นࢂল） 

૧಼চ子（ラバル大学大学Ӆദ࢞ޛ期՟ఖ／౨ښ学ܵ大学）IGS セミナー「ジェンダー、Φスニシティ、技
೵実स制度」（47 นࢂল） 

ϭオデ・ハニフΟー・イスティコマー（Ҳڰ大学大学Ӆദ࢞ޛ期՟ఖ）IGS セミナー「ジェンダー、Φスニ
シティ、技೵実स制度」（47 นࢂল） 

ଏ立Յ༒（౨ښଆܙ大学・立教大学）IGS セミナー「戦૬とඔঙ⼥：Φンターテイϟントとしての戦いの表
ে」（52 นࢂল） 

ঘϴ୫એุ（フェリス⼥学Ӆ大学）IGS セミナー「Ңे࿓ಉंの子どもたち」（54 นࢂল） 

高ീ߀（੫Ԯݟ立大学）IGS セミナー「Ңे࿓ಉंの子どもたち」（54 นࢂল） 

༟井ऴध（ࢃཨ大学）IGS セミナー「෈ೝと஋性のセクシϣΠリティ」（56 นࢂল） 

ీ中༟ඔ子（৕੤国際大学）IGS セミナー「国際ڢ力とジェンダー・トランスフΧーマティブ・Πプローο」
（60 นࢂল） 

௃㧧༲（同ࢦ社⼥子大学）IGS セミナー「็௫というランドスίープとジェンダー：フΟンダムのชԿ的・
ஏ理的ӿڧとそのՆ೵性」（62 นࢂল） 

ӵඔ༟ن（౽⼥子大学）IGS セミナー「『ルッΫθム』：⼥性ඔをめ͛る理࿨と表েから」（64 นࢂল） 

100


